
1 中井駅周辺整備計画
平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 新宿区

・公共交通の利便性向上により住民の定住維持
・安全・安心の確保のため踏切横断歩行者の減少

（H24当初） （H25末） （事業完了時）
・中井地区人口（住民基本台帳） H31に13,700人の目標

・踏切横断歩行者数 900人削減

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 交通 一般 新宿区 直接 中井駅地区都市交通システム整備事業 新宿区 1,666

1-A-2 交通 一般 新宿区 直接 中井駅地区都市交通システム整備事業 新宿区 32

合計 1,698

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

1-C-1

市町村名
港湾・地区名

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業実施期間（年度）

新宿区

新宿区

1,698百万円

番号

番号

事業内容

中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
0.0%

12,090人

全体事業費
（百万円）

1,698百万円

要素となる事業名

（事業箇所）

Ａ Ｂ

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）事業者

事業者

幅員約3.5m、延長約75m

Ｃ
効果促進事業費の割合

交付対象事業

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費 0百万円

駅前広場　約5,400㎡

事業者 市町村名

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

0百万円

13,353人

定量的指標の現況値及び目標値

－ 11,190人

－ 13,353人

平成24年3月27日

計画の目標
計画の期間

当初現況値

社会資本総合整備計画
計画の名称

交付対象

　現在、西武新宿線中井駅南側と北側の移動経路は駅南口の東側を通る寺斉橋通りが担っている。しかし、設置されている踏切が通勤・通学時間帯には「開かずの踏切」となり、南北が分断された状況となる。そこ
で、南北自由通路を整備することにより、踏切遮断の総待ち時間減少や安全性の向上を図り、交通結節機能を高めるとともにバリアフリー化を推進する。また、当該区間には道路高架下の空間を利用した駅前広場整備
を実施する。

備考
最終目標値



（参考図面）

計画の名称 1 中井駅周辺整備計画

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 新宿区交付対象

1-A-1 
南北自由通路整
備事業（新宿区）

環６整備に伴う道路整備

（東京都）

人道橋整備

（新宿区）

1-A-2

駅周辺整備計画
（新宿区）

環６整備に伴う道路整備

（東京都）

駐輪場
歩行空間

（広場）駐輪場
リザーブ空間

改札内通路

（西武鉄道㈱）


